


続いて、「考え、議論する」道徳の授業づくりの手順についてです。



道徳科の目標を達成させるために「道徳科」の授業づくりで大切に
すべきことは、
★教師が、道徳科のねらいを踏まえ、道徳科の授業で生徒に「どのよ
うなことを考えてほしいのか、どのようなことに気付いてほしいのか
を明確にする」こと！です。



生徒に「どのようなことを考えてほしいのか、どのようなことに気
付いてほしいのかを明確にする」ために使っていただきたいのが「道
徳授業づくりシート」です。

このあとに、この「シート」を用いた演習をしますので、まずはこ
の「シート」の使い方について説明します。



おおよそこのような順番に、枠にメモしていくと「本時のねらい」
が明確になります。

さらに、ねらいに基づいた中心発問が設定でき、そして「考え、議
論する道徳の授業づくり」ができるシートです。



島根県教育センターのホームページにアップしている、このリーフ
レットには 『道徳授業づくりシート』の使い方をまとめています。

これから行う演習の際には、このリーフレットも参考にしながら進
めていただきたいと思います。



生徒に「どのようなことを考えてほしいのか、どのようなことに気
付いてほしいのか」を明らかにするためには、このような手順で授業
を構想するとよいと考えています。
★まずは「主題名」を検討します。これは、道徳の授業でねらう道徳
的価値がぶれないようにするためにも大切な作業です。
★次に指導の「明確な意図」をもつことが欠かせません。
★指導の「明確な意図」をもつことによって「本時のねらい」が設定
できます。
これらの準備が整えば、だんだんと学習指導過程が見えてきます。



本講座では、『私たちの道徳（中学校）』に掲載されている「二通
の手紙」の授業づくりを行います。

実際に「道徳授業づくりシート」を用いて、チームで「考え、議論
する」道徳の授業をつくっていただきます。

この後の演習でもじっくりと読んでいただきたいと思いますが、ま
ずはあらすじを確認します。

8



「二通の手紙」はこのようなお話です。
元さんは定年までの数十年、動物園で働いていました。

退職後も勤勉さと真面目さがかわれて引き続き動物園で働いていま
した。

★ある日のこと、入園終了時間が過ぎて入り口を閉めようとしてい
ると、毎日終了間際に来ていた小学校三年生くらいの女の子が、三、
四歳の弟の手を引いて現れます。

「おじちゃん、お願いします。」「もう終わりだよ。それにここは、
小さい子はおうちの人が一緒じゃないと入れないんだよ。」

元さんは一度断るが、女の子の「今日は弟の誕生日だから・・・キ
リンさんやゾウさんを見せてやりたかったのに・・・。」という言葉
に対して、

「よし、じゃあ、おじさんが特別に中に入れてあげよう。」と、元
さんは入園時間を過ぎているのに二人の入園を許可します。



閉門十五分前の園内アナウンスが流れます。
閉門時刻の五時、誰も出てくる気配がありません。
園内職員を挙げて一斉に二人の子供の捜索が始まります。

一時間経ち、うっすらと辺りが暮れかかった頃、机の上の電話のベ
ルが鳴ります。

二人は、園内の雑木林の中の小さな池で、遊んでいたところを無事
に発見されます。



数日後、事務所の元さん宛てに二人の子供の母親から一通の手紙が
届きます。

そこには、「弟の誕生日だったあの日、娘はどうしても中に入って
見せてやりたかったのだと思います。そんな子供の心を察して、中に
入れてくださったあたたかい気持ちに心から感謝いたします。本当に
ありがとうございました。」と書かれていました。

ところが、元さんは上司から呼び出され、「懲戒処分」の通告とい
うもう一通の手紙を渡されました。



元さんは二通の手紙を机の上に並べて、見比べながら言います。

「子どもたちに何事もなくてよかった。私の無責任な判断で、万が
一事故にでもなっていたらと思うと・・・。この年になって初めて考
えさせられることばかりです。この二通の手紙のお陰ですよ。」

そう言う元さんは、晴れ晴れとした顔で身のまわりを片付け始めま
す。
その日をもって元さんは自ら辞職し、この職場を去っていきました。
というお話です。



主題名は『学習指導要領解説「特別の教科道徳編」』に記載されて
いる内容項目を参考にして、短くわかりやすい言葉で設定します。
★４４ページには、「法やきまりの意義を理解し、それらを進んで守
るとともに、そのよりよい在り方について考え、自他の権利を大切に
し、義務を果たして、規律ある安定した社会の実現に努めること」と
書かれています。
★『二通の手紙』においては、例えば「法やきまりを守り、規律ある
社会を実現する」のように設定できます。



次に、「本時のねらい」のを検討するために、指導の「明確な意
図」をもつ作業を行います。

「本時のねらい」を明らかにするために欠かせない、教師の「明
確な意図」とは、
★①ねらいや指導内容について、学習指導要領に基づき、教師の捉え
方を明確にする。・・・という「道徳的価値」にかかわる明確な意図。
★②ねらいや指導内容に関連する児童や生徒のこれまでの学習状況や

実態と教師の願いを明確にする。・・・という「児童生徒の実態」に
かかわる明確な意図。
★③使用する教材の特質やそれを生かす具体的な活用方法を明確にす
る。・・・という「教材の活用」にかかわる明確な意図。
の３つです。

これらを検討することで、道徳科の授業において、子どもたちに
「どのようなことを考えてほしいのか、どのようなことに気付いてほ
しいのか」が明確になり、「本時のねらい」を設定することができる
ようになります。



授業づくりシートでは、「道徳的価値」「生徒の実態」「教材の活
用」をそれぞれ赤色で示している箇所に記入していきます。



まずは、『学習指導要領解説「特別の教科道徳編」』を参考にして、
主題名に基づいて「内容項目の見出し」を記入し、「内容項目の分
析」を行います。

この内容項目の分析・理解が「道徳的価値」にかかわる明確な意図
をもつことになります。



これは、44ページに記載されている内容です。
★ここには、「C-10 遵法精神、公徳心」に関する内容項目の概要が
説明してあります。



例えば・・・
本時の内容項目の見出しが「C‐10 遵法精神、公徳心」であれば、
内容項目を「○「法やきまり」は、集団に秩序を与え、摩擦を最小限
にするためのもの。
○社会の秩序と規律を守ることによって、個人の自由が保障される。
○自らに課せられた義務を果たすことが、結果として規律ある安定

した社会の実現に貢献することになる。」のように分析することがで
きます。



次に、内容項目にかかわる「生徒の実態」を記入します。



児童生徒の実態の左側には「内容項目にかかわる生徒の実態」を記
入します。

右側には、道徳の時間を通して「期待する生徒の考え」を記入しま
す。
★例えば・・・左側の欄には

○法やきまりに従えばそれでよいと考え、 「ルールだから守
る」と法やきまりを他律的に捉えている生徒が多い。

○法やきまりは自分たちを拘束するものとして反発したり、 自

分の権利は強く主張するものの、自分の果たさなければならない義務
をなおざりにしたりする傾向も見られる。
★右側の欄には、

○法やきまりは自分自身や他者の生活や権利を守るためにあり、
それを遵守することは大切であるという考え。

○自他の権利を大切にし、義務を果たすことで、互いの自由意志
が尊重され、規律ある安定した社会が実現できるという考え。

など、内容項目の分析によって明らかになった道徳的価値に基づいた
「授業において期待する生徒の考え」を記入します。



これは、45ページに記載されている内容です。
★ここには、中学校段階の一般的な傾向が示してあります。
また、指導に当たって大切にすることが明記されています。

この部分を手掛かりにすると内容項目に係る「生徒の実態」をとら
えやすくなります。



次に、「教材の活用」について明確にしていきます。
これは、「教材分析」とも言われます。



まず、①道徳的に変容した登場人物は、誰か。
次に、②この登場人物が変容するきっかけになった出来事は、何か。
そして、③登場人物が変容を遂げて、どうなったのか？を明確にし
ていきます。
★この教材分析をもとに「教材から読み取れること」を記入します。
これを「読解レベル」の教材分析といっています。
★そして、さらに「道徳的価値レベル」の教材分析を行い、記入しま
す。



これは、畿央大学の島つねお教授が考案された「氷山の三層モデ
ル」に基づいたものです。
★教材という氷山の下にある「登場人物が感じたことや考えたこと」
＝「読解レベル」を記入します。
★そして、さらにその下に潜んでいる「道徳的価値についての考え方
や生き方、信念」＝「「道徳的価値レベル」を記入し、教材分析を深
めていきます。

この「道徳的価値レベル」は、教材を通して「児童生徒に考えさせ
たい道徳的価値」ですから、直接「本時のねらい」につながります。



例えば、

「誰もの安心・安全を守るためには、規則を遵守することが大切で
あり、自らの義務を果たすことで、誰もが安全に生活できる社会にす
ることができる。」
のように道徳的価値レベルをとらえることができます。



次に、ねらいを検討します。ねらいは、どのような学習にするのか
がわかるようにすることが大切です。
例えば・・・

安心・安全に暮らすために法やきまりがあることに気付き、自らの
義務を果たし秩序と規律のある社会を実現しようとする態度を育てる。
のようなねらいが設定できます。
★ねらいの前段（青色）の部分は、先ほどの『学習指導要領解説「特
別の教科道徳編」』に記載されている内容項目を参考にして設定しま
す。
★最後の（赤色）部分は、道徳性の諸様相の４つ「判断力」「心情」
「実践意欲」「態度」の中から選んで設定します。



授業づくりシートでは、この部分に「本時のねらい」を書いていき
ます。



教材分析によって見えてきた「道徳的価値レベル」と「生徒の実
態」をもとに、「本時のねらい」をより明確にしていきます。



これまでの準備ができれば、中心発問が見えてきます。

場合によって異なりますが、多くの場合は、この「中心発問」につ
いて生徒が考える場面が、「考え、議論する場面」になります。

※中心発問を子どもたちに問いかけることで、他者の考えを聞き、多
様な考え方、感じ方と出会い交流する場をつくり出すことができ、さ
らには「子どもたちが自らの考え方や感じ方をより深める」ことがで
きる時間になります。

こんな時間を子どもたちが共有し、子どもの一人一人がじっくりと
考えることができるような中心発問を検討してみてください。



中心発問は、この部分に記入します。
特に「教材分析③：主人公が変容を遂げて、どうなったか。」を参
考にして検討すると設定しやすいのではないかと考えます。

もちろん中心発問は、「本時のねらい」に迫るための発問でなけれ
ばなりませんので、ねらいと照らし合わせて検討してください。



「中心発問」が、設定できたら、今度は「より本時のねらいに迫る
ための展開」を構想します。
★まず、「中心発問」に対する「予想される生徒の反応」を記入しま
す。生徒がもっているそれぞれの価値に応じた反応を検討するとよい
でしょう。
次に、生徒の考えを深めるための「問い返しの発問」を準備します。

この「問い返しの発問」は、生徒の一面的な見方を多面的・多角的
な見方へとつなげる発問です。

発問例を「授業づくりシート」の右下に載せていますので、参考に
なさってください。

これらの発問をして、生徒の発言をコーディネイトしながら「本時
のねらい」に迫っていくようにします。



このように、まずは①中心発問を考えることから学習指導過程の構

想を行うとよいでしょう。そのために、ぜひ「道徳授業づくりシー
ト」を活用していただきたいと思います。

「道徳授業づくりシート」で構想できるのはここまでですが、この
後に、
★②中心発問に迫るための補助発問（準備発問）
③導入
④終末
を考え、道徳の授業をつくり上げていきます。



これは、道徳の基本的な学習指導過程です。
導入で、課題意識を高め、

展開で、道徳的諸価値についての理解を深め、自分事として多面
的・多角的に考えます。

そして、終末で、よりよく生きるために、明日への実践意欲がもて
るように学習を展開していきます。

「授業づくりシート」を活用していただき、子どもたちが「こうな
りたいなあ」「これっていいなあ」と思える道徳の授業をたくさん実
践していただきたいと思っています。

「２ 授業づくりの手順」は以上です。
「３ 授業づくりの演習」は、「道徳の授業づくり【中学校】③」を
ご覧ください。
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